
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

129,546

0

130,000

129,546

計　画

130,000

130,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０３０１０３－００３－０１－０６－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

消耗品費 130,000

130,000 130,000

特　記　事　項

特　記　事　項

追悼式生花ほか

129,546

金　額

特　記　事　項

129,546

追悼式の参加者 120人 83名

消耗品費 130,000

サブリーダー 吉葉恵子

計
画

戦争で亡くなられた方の冥福を祈ると共に、恒久の平和を祈願するために、戦没者追悼式を実施
する。
また、戦争の悲惨さを風化させないために、中学生を対象に戦争体験者の講話を実施する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

消耗品費

戦没者追悼式事業費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉

財
　
源

計画どおり戦没者追悼式（10月25日）を町民広場内忠霊塔・慰霊塔前で実施した。また、町内の
中学２年生を対象に戦争体験者の講話（北中学校：9月25日 阿久津中学校：10月1日）を実施し、
その感想等を戦没者追悼式の中で発表してもらった。

どのような成果が現れます（現れました）か？

戦没者の慰霊と共に、次世代へ戦争の悲惨さを語り継ぐことで、あらためて平和の尊さ、命の大切さ
を考えることができる。

町出身の戦没者の慰霊を行うとともに、次世代へ戦争の悲惨さを語り継ぐことで、あらためて平和の
尊さ、命の大切さを考えるきっかけとなった。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


